
（別紙３）

～ 2025年 12月 19日

（対象者数） 40 （回答者数） 36

～ 2026年 1月 10日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

困難事例に直面した時など、早期に解決するため、関係機関
と即時ケース会議を開けるような体制を作っておく。また、
課題と連携先がすぐに結び付けられるよう様々な専門機関を
把握するようなことを職員全体で共有できるよう努める。

2

就学後、子どもたちがどのように学校生活を送っているのか
を知り、卒園後の発達についても知識と理解を深めることに
職員全員で努めていく。そうすることで、子どもにとってよ
りよい学校選びの支援ができると考える。

3

多様な参加の仕方のある活動をこれからも職員みんなで考案
していくことと、こどもの力を引き出し、伸ばす支援スキル
の向上を図るよう努めていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

三原市の事業所間の関係を密にし、行政とも協力し合い、小
さなことからできることを一つずつ形にしていく。また事業
所以外の関係機関の参加も呼びかけ、三原市全体の子どもた
ちの支援が進むように働きかける。

2

児童福祉事業部門（法人内の児童部門・紅梅認定こども園と
こども発達支援センター）で2月にマルシェを開き、「こども
発達支援センターのぞみ」の理解をして頂こうと予定してい
る。

3

地域への情報発信を積極的に行っていくとともに、業務の質
の向上を常に行い、魅力のある仕事であるということを私た
ち自身がしっかりと実感していくこと。また、学生ボラン
ティアを入れ、地域に発信していくことも検討していきた
い。これらを通して新たな職員の入職に繋げていきたい。

○従業者評価実施期間 2026年 1月 5日

○事業所名 こども発達支援センター　のぞみ　（児童発達支援）

○保護者評価実施期間 2025年 11月 25日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年 1月 15日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

職員配置は基準を満たしているが、職員はもっと職員数が必要
と感じている。また、専門的な職員の数が少ない。職場の環境
改善が必要。

発達支援という業務の魅力ややりがいなどの情報発信があまり
出来ていないこと。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

三原市に一つしかない児童発達支援センターとして、中核的な
役割を担っているが、もっと三原市の子どもたちや地域の為の
支援を行わなければならないと感じている。自立支援協議会
（児童支援部会等）事業所間のつながりを深め、また関係機関
とのつながりを強くする必要がある。

自立支援協議会において各事業所からの意見を吸い上げ、事業
所で困っていることや、三原市全体で考えていかなければなら
ないことを取りまとめ、子どもたちや地域に還元していく力が
まだないこと。

地域との交流が十分ではないこと。 地域の中での発達支援の認識はまだ薄く、地域発信があまり出
来ていない。地域の方に、どんな事業所なのか解っていただく
必要がある。

職員間のチームワークが取れていること。共通理解が出来てい
てスタッフの協力が密に取れていること。

こどもが帰った後の日々の連携に加え、毎週クラスの様子を伝
えあう時間を設け、職員全員で共通認識を持ち、支援を考えて
いる。
また、家庭での様子、園での様子を全員で把握できるよう情報
共有を行っている。

就学に向けての教育相談や就学先の学校選びなど、様々な機関
と連携をとりながら丁寧な取り組みと相談を行っていること。

就学に向けて、学校見学への同行や就学先との連携、教育委員
会との話し合いなど保護者の意向を聞き、子どもに合わせた適
切な援助を行っている。また、のぞみ独自の就学説明会（学習
会）を行い、保護者の疑問に向き合っている。

クラス療育でありながら、職員が一人ひとりと向き合う姿勢と
柔軟なプログラムを考案するスキルの向上に努めていること。

ある活動を考案しても、ある子どもはそれに参加できないかも
しれないということを事前に想定し、別の活動を準備するなど
している。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

こども発達支援センター　のぞみ
公表日 2026年   2月 28日

利用児童数
４０ 2025年 12 月 19日 回収数３6 回収率 90%

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

33 1 0 2

広々した環境で過ごしている。遊具が危
ないのはわかるが、外遊びでもう少しい
ろんなもの（遊具を含め）で活動出来た
ら良い。広々したイメージで、活動ス
ペースも充分である。活動によって場所
がちゃんと考えられている。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

31 0 0 5

こどもの事をよくみてくれていると感じ
る。安心して預けられる。適切だと思
う。一人一人のこどもとしっかり向き合
えていてフォローも出来ている。配置数
まではわかりませんが、たくさんの先生
が見てくださっていると思います。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

31 2 0 3

実際に一日過ごすと違うと思いますが、
事業所の方々は適切にしてくれている。
わかりやすい構造だと思う。視覚優位の
我が子にとって絵カード等での指示や情
報はすごく助かる。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

34 1 0 1

その都度、空間を変化させてこどもたち
に合わせて下さっている。きれいだと思
うし、こどもが快適に過ごせそうな空間
だと感じた。その日によって使う遊具も
考えてあり活動もスムーズに出来ている
と思う

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援
が受けられていると思いますか。

35 1 0 0

のぞみに通園して本当に成長した。感謝
している。先生との面談を通して、とて
もそう感じている。担任以外の先生とも
関わりがあるだろうなとこどもの話を聞
いてわかる。子の特性を分かって関わっ
てくれていると思う。個性を大切にして
くれていると思う。親が気付かなかった
特性にもすぐ気付いて下さり、しっかり
とアプローチしてくれている。とてもよ
く見て下さりいろいろと考えて下さって
いる。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。

30 2 0 4

強みや弱みを見極めて、支援が受けられ
ていると思う。あまり気にしたことがな
い。

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思
いますか。 36 0 0 0

詳しくて見やすい計画になっていると感
じる。

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支
援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体
的な支援内容が設定されていると思いますか。 34 0 0 2

的確な内容だと思う。

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。
34 1 0 1

いつも感謝している。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。

32 1 0 3

先生方の工夫が感じられる。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

基準の広さは確保しておりますのでご安
心下さい。活動に於いての危険性は充分
に配慮したうえで、遊びの展開をしてま
いります。

職員の配置数は基準より多く配置し、こ
どもたちへのかかわりが丁寧に行えるよ
うにしております。

環境設定はこどもに分かりやすく、見通
しが持てるように取り組んでいます。

日々の活動前の環境整備や活動後の掃除
など、毎日清潔に気持ちよく利用してい
ただけるように整えています。また、活
動に合わせた空間を提供させていただい
ております。

職員会議や日々の活動の振り返りで、一
人一人の特性を理解し、また支援方法な
どを共有しています。各職員の得意な分
野を理解し合い、チームで支援出来るよ
う体制をとっています。

こどもたちの発達支援を、支援プログラ
ムに挙げている5つの領域から考え、一
人ひとりに合った支援計画に基づいて支
援を行っています。

個人面談の時間をとり、個別支援計画の
説明を行って理解を得ております。

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

個別支援計画をご説明する時に、一緒に
行っています。

本児らしく、毎日元気で楽しく笑顔で過
ごしていただけるよう支援を行っていま
す。

四季折々の季節感を大切にしたプログラ
ムを用意しています。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと
活動する機会がありますか。

24 4 1 7

年長のみでしたが 一度あった。あまり
気にしたことが無い。近くの園のこども
たちと一緒に遊んだり、交流する機会が
ある。もう少し多くてもいいような気も
するけど、色んな子がいるので、ちょう
どいいかも？とも思う。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。

36 0 0 0

分かりやすい説明だった。

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。
36 0 0 0

丁寧に一つ一つ説明してくださり、あり
がたかった。

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています
か。

28 2 1 5

あまりわかっていないので、もう少しそ
ういった機会があることを教えて欲し
い。就学に関する話を聞けたのはとても
良かった。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。

32 4 0 0

連絡帳もくわしく書いて下さり、わかり
やすい。すごく細かく伝達して下さって
いると思う。連絡帳や口頭で出来ている
と思う。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

32 4 0 0

懇談会はあるが、もう少し面談や電話等
で相談したい。定期的にかはわかりませ
んが、何かあり相談させてもらうと「こ
うしましょう！」など案を出して一緒に
進めて下さる。ちょっとしたことでも助
言してもらえて救われている。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

33 2 0 1

悩んでいることを聞いてくれたり、それ
に対して助言してくれたりするので助
かっている。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流
の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

15 9 1 11

きょうだい向けのイベントがいつされて
いるのかわからない。保護者の集いの時
に交流（話を聞く）機会があったくら
い。兄弟同士の交流はないがなくても良
いと思う。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。

29 3 0 4

こどもの気になることを相談した時、親
身に対応して下さり助かった。何度も電
話で状況を確認してくれ、対策案等も出
してくれる。相談に対してすぐ返事をく
れるのでありがたい。連絡帳で相談事を
書いていると先生から電話でアドバイス
がくる。大きく見ればあるかもしれない
が、個別に何かあったことはないのでよ
くわからない。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。

32 3 0 1

個人で相談出来る場や、機会が欲しいで
す。細かいことも電話やノートで伝えて
くれる。よく話を聞いてくれるので助
かっている。

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。

29 4 0 3

お便りでこどもの様子を分かりやすく、
写真等で教えていただいているので見る
のが楽しみ。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。
36 0 0 0

安心している。

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

24 8 0 4

ノートに「〇〇しました」と書いてある
ので把握している。

連絡帳や電話での対応が多いですが、
メールで行うときもあります。個別で対
面での相談も要望や内容に応じて行って
おりますが、今後ご希望等に応じて増や
していけるよう努めてまいります。

自己評価の公表はホームぺージでさせて
いただいてます。のぞみだより、法人広
報は紙面で配布、法人ホームページに掲
載しております。

十分に留意しております。

各種マニュアルを策定している安全計画
の周知を行っています。

研修会として、就学説明会をおこなわせ
ていただいております。茶話会も行い気
軽に話が出来る場を設定しております。
ペアレントトレーニングまでは至りませ
んが、先輩保護者の話を聞く機会を設け
ました。

連絡帳でお知らせしたり、また電話をか
け合い情報を共有し 理解に努めていま
す。

個別療育の後に保護者の方とフィード
バックする時間をいただいております。
その時に園での様子、家庭での様子を話
しております。相談など、送迎時や連絡
帳などでお伝えいただき、話し合う時間
をとっていくよう努めます。

保護者の方に寄り添いながら、職員全員
で共有した上で、こどもたちへの支援を
行っています。

きょうだい向けの支援は行っておりませ
んが、面談を通して相談されたことは個
別に対応しております。茶話会などの集
まりは今後定期的に行っていけるよう努
めてまいります。

クラスの担任より、時間を設定させてい
ただき丁寧に説明させていただいており
ます。

保
護
者
へ
の
説
明
等

各相談に関しては、即対応を心がけてお
ります。対応時にお答えが難しいような
内容に関しては、職場内の多職種間で話
し合い適切に対応できるよう努めていま
す。

法人内のこども園で交流を行っていま
す。すぐに打ち解ける子もいますが、恥
ずかしがる子もいます。回数を重ねてい
くと慣れてくると思われます。

利用者負担については改定した時には必
ず説明をしております。



24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が行われていますか。

29 1 0 6

行われている。訓練のあった日には連絡
帳で教えてもらっている。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

34 1 0 1

そう思う。何かが起これば対策を考えて
下さると思うが、防げなかったのかと思
うことが起こっていることもある。

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

32 1 0 3

小さな怪我でも、何をしていてどうなっ
たかなど細かく説明してくれる。親が気
付いていない傷等もよく見て下さってい
る。すぐに電話をくれて、病院への付き
添いもしてもらった。

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。

36 0 0 0

月のおたよりの写真を見ていると楽しん
でいる様子がわかる。のぞみの先生が大
好きでこどもにとって大切な居場所であ
る。先生や友達のことをよく話してくれ
る。安心できる居場所になっているので
とても嬉しい。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

33 2 0 1

親が休みで、休んでもいいよと言っても
のぞみに行きたいというので、いつも楽
しそうだ。毎日行きたいと言って楽しみ
にしている。いき渋りが入園してから1
日もなく楽しみにしている証拠だと思
う。まだ朝バスに乗るときに涙が出るこ
ともあるが、帰りはニコニコで帰ってく
る。とても楽しそうです。休みの日も朝
から行きたいと言う。

29 事業所の支援に満足していますか。

35 1 0 0

どの先生も親切で、こどもを安心して通
わせることが出来る。とても満足してい
る。転園も経験し、本当に今の環境には
満足だし、感謝もしている。のぞみのお
かげで、不安だった「成長」の面も軽減
され、日に日に成長してくれている。普
段から悩みや相談に乗って下さり、細か
く連絡帳を書いて下さるので安心です。

こどもたちが安心して楽しみに通えるこ
とを第一に考えております。そのために
も、保護者様には小さな気付きや心配な
ことなどございましたら教えていただけ
ればと思います。

ありがとうございます。こどもたちの
「楽しい！」や「できた！」という達成
感を日々感じられるよう活動内容や支援
方法を話し合い、職員一同頑張っており
ます。今後もこどもたちが楽しく通える
場であるよう努めてまいります。

こどもたちが楽しく通い、保護者が安心
して子育てができるような支援ができる
よう職員一同日々頑張っております。こ
れからもご意見をいただきながら、成長
して参りたいと思いますのでよろしくお
願いします。

避難訓練は毎月しており、火事・地震・
不審者・水害等を想定した訓練を行って
います。今年は送迎車を使い、二次避難
も行いました。
また、土砂災害、水害に関する避難確保
計画を策定しており、それらに対する避
難訓練を行っています。

防ぎきれなかったことは大変申し訳なく
思っています。その都度、ヒヤリハット
報告やインシデント報告、事後報告など
で検証し再度起こらないように努めてお
ります。

非
常
時
等
の
対
応

こどもの安全を第一に考え、怪我や病気
の際には迅速に対応しております。また
状態によっては保護者と病院に行くこと
もあります。発生からの説明は事細かに
連携をとっています。

満
足
度



（別紙５）

こども発達支援センター　のぞみ　（児童発達支援）
公表日 2026年 2月 28日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

6

 十分なスペースを確保しています。 安全に運営を行います。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である
か。

6

定員30名を5クラス編成にしています。職員
はクラスに3，4名を配備しています。個別に
1対1が必要なこどもが多い日は、各クラスと
協力しながら行っています。

状況によっては職員が少ないと感じる時があ
るので協力していきます。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

4 2

個々の発達に合わせ、安全に過ごしやすい環
境に配慮していきます。

スロープはありますが、屋根がなく天候に
よっては使用できないこともあります。建物
の構造上、完全なバリアフリーや迅速な情報
伝達の整備には時間がかかりますが取り組ん
でいきます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

6

毎日の清掃、消毒を行い環境を整えていま
す。遊戯室とプレイルームでは遊具の配置を
工夫し身体をしっかり動かせるようにしてい
ます。使い方についてはクラス間で話合い
順番に利用しています。

室内遊具や外遊びなど毎日どのクラスも活動
できるよう時間を配分しておりますが、曜日
によっては利用配分がうまく出来ない時があ
るのでもっと工夫が必要と考えます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら
れる環境になっているか 。

5 1

発達検査や個別相談、クールダウンが必要な
時など、状況に合わせて部屋を換えて対応し
ています。

こどものその時の状況等によって、どのよう
な環境が必要であるのかが異なりますが、
様々な状況に対応できるよう環境整備を考え
てまいります。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、
広く職員が参画しているか。

5 1

会議で全員がクラスの事を共有し　振り返り
を行っています。その場にいない職員は会議
の連絡ノートで確認するなど漏れのないよう
にしています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

6

毎年アンケートで貴重な意見をいただき改善
に努めています。

今後も様々なご意見をいただきながらより良
いサービスの提供に努めてまいります。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。

6

どの職員から挙がった意見も大事にし、業務
の改善に繋がるよう話し合うよう努めていま
す。

少しずつ改善できるように効率を上げていく
工夫をしていきたいと思います。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。

6

発達支援センターの外部評価は今年度より行
うこととしています。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

4 2

研修は出来るだけ受けるようにしています。
年間計画を立て、職員のスキルアップにつな
げています。内部研修・外部研修共に職員が
全員で共有できる研修内容を報告する時間
（会議内）を設けています。

内部研修等はありますが、それを現場で生か
し振り返り変更調整をしていくことまでに行
きつかない現状もあります。余裕をもって業
務に取り組めるよう工夫してまいります。
また、研修などで職員が抜けにくい状況があ
ります。配置の工夫などして行きたいと思い
ます。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

6

支援プログラムは、法人のホームページに公
表しております。

社会から求められるニーズ等に合わせて、必
要に応じて随時変更し、公表していきます。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成
しているか。

6

担任だけでなく、その他の専門の職員と話し
合える環境づくりに努めています。こどもの
変化に応じてやモニタリングの機会に話し
合って再評価しこどもに応じた支援計画の作
成に努めています。

今後もこどもの状況に応じてアセスメントを
行い、適切な支援に繋げていきたいと思いま
す。

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ
でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最
善の利益を考慮した検討が行われているか。 6

職員全員が共通理解して、多職種の職員が連
携しチームで考えています。職員会議で全員
の周知を徹底しています。

事業所名

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

事業所における自己評価結果公表



14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ
ているか。

6

モニタリング会議において振り返りやアセス
メント、支援計画の内容をこどもに関わる職
員間で共有するようにしています。

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ
ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使用する等により確認しているか。

6

標準化されたアセスメントは必要に応じて、
または教育相談前などに行っています。イン
フォーマルなアセスメントは多職種で話し合
い行っています。

フォーマルなアセスメントをとれる職員が限
られているので、今後増やしていくことが課
題です。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支
援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな
がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具
体的な支援内容が設定されているか。

6

本人支援・家族支援等、それぞれのこどもに
必要な支援内容を設定しています。また、家
庭やこどもに関わる関係機関と必要に応じて
連携をとり、こどもが生活する様々な場所で
の支援を視野に入れています。支援内容の設
定に関しては、その都度ニーズが変わること
もあるので、支援を柔軟に行えるような内容
で設定しています。

保護者やこどもに関わる人に分かりやすい支
援計画になるよう、今後その都度検討してい
きます。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

6

全体での話し合い、各クラスの話し合いで
チームで立案しています。

多職種がいることを生かし、色々な視点で活
動を考えていきます。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

6

昨年のことは参考にしていますが、一人一人
こどもに合わせ楽しめる内容のものを工夫し
ています。また、他クラスの活動を調整して
取り入れるなど、連携をとっています。

今後もこどもの姿に合った、適した活動を組
み立てていきます。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児
童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。

6

個別とｸﾞﾙｰﾌﾟ活動の両方の観点からこどもの
支援計画を作成し、支援を行っています。

今後もこどものニーズに合わせて集団と個別
を適切に用いた支援について考えてまいりた
いと思います。

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい
るか。

6

夕方の会議や朝礼等の時間で情報の共有を
図っています。参加していない職員も出勤時
に朝礼の内容を確認するようにしています。
送迎に出る職員も偏らないように交代して工
夫しています。

色々な想定を考えていきます。状況を想定し
て丁寧な打ち合わせをしていきたいと思いま
す。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援
の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

6

こどもの様子を話し情報の共有をしていま
す。次の療育につながるような話合いを心が
けています。

次の活動に繋がるよう、振り返りは今後も
しっかり行っていきたいと思います。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に
つなげているか。

6

日々の記録は、その日の療育終了後に必ず記
録しています。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性
を判断し、適切な見直しを行っているか。

6

定期的にモニタリングを行っています。ま
た、複数名でモニタリングを行うことで、い
ろいろな視点でこどもの評価を行うことがで
き次の支援に繋げることができていると感じ
ます。

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

6

その子の様子が一番よくわかる職員が参加し
ています。相談支援事業所とも関係が密にな
り、やり取りも多くなりました。

今後も必要に応じて、他機関と情報を共有
し、必要な支援の方向性を考えていきます。

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

5 1

管理者を始め、担当職員が連携をとっていま
す。

今後も必要に応じて、他機関と情報を共有
し、必要な支援体制を整えていきます。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の
観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども
園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報
共有と相互理解を図っているか。

6

必要に応じて連携を行っています。直接連絡
を受けることもあれば、保護者や相談支援事
業所を通じて状況を知り、連携をとることも
あります。連携の際にはインクルージョンの
視点を大切にしています。

今後も互いの立場を尊重しながら、こどもた
ちが生活しやすい地域づくりに貢献していき
たいと思います。

適
切
な
支
援
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27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、
支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

6

就学時は密な連携をとっています。一人一人
の連携の時間を確保し、スムーズな小学校生
活がおくれるよう努めています。学校生活が
始まる前と開始した後も連携をとっていま
す。

今後も必要に応じた連携を行っていきます。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携
を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け
たり、職員を外部研修に参加させているか。

5 1

外部研修には参加し、質の向上を図っていま
す。広島県東部幼児通園療育機関協議会など
の研修に参加したり、県立広島大学と連携
し、アドバイスを受けています。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域のこども・子育て会議等へ積極
的に参加しているか。

6

自立支援協議会（児童支援部会）では部会長
を務めています。今年度は、市内のこどもの
支援を取り巻く課題について話し合いを行
い、具体的な対応について意見を出し合いま
した。

今後、支援の仕組みの形になっていくよう努
めていきます。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー
パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど
もと活動する機会があるか。

6

法人内のこども園が近くにあり、仲良し会
（交流会）を行っています。楽しく会を開く
ことが出来ています。

こども園との交流をニーズに合わせて増やし
ていくことを検討していきたいと思います。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

6

連絡帳を通じて日々の様子を伝えており、電
話やメールも利用し日々の連絡は密にしてい
ます。発達の喜びも分かち合えていると思い
ます。

できる限り、面談や細かなやりとりを行って
いき、共通理解を図っていきたいと思いま
す。

34
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ
ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機
会や情報提供等を行っているか。

6

先輩保護者の方に来ていただき話を聞く会や
茶話会は開催しています。ペアレントトレー
ニングとしての会は行っていません。個別に
面談をして対応しています。

来年度は茶話会など保護者同士のつながりを
持てる機会を増やしていきたいと思います。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか。

6

契約時に伝えています。支援プログラムにつ
いては法人のホームページで公表していま
す。

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊
重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家
族の意向を確認する機会を設けているか 。

6

懇談や普段の家庭連携を行う中で、家での様
子や保護者、本人の困り感を把握しアセスメ
ントを行った上で、また保護者の意向も踏ま
え、支援計画を作成しています。

今後も、こどもや家族がより安心して生活で
きるよう支援を考えて参ります。

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者
から児童発達支援計画の同意を得ているか。

6

児童発達支援計画は丁寧に説明し、同意を得
ています。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応
じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。

6

連絡帳や面談、電話連携を通して相談を受け
た際には迅速な対応を心がけています。ケー
スについては職員間で話した後、連携機関に
相談もしています。行政や医療機関等の専門
機関との連携も行います。

今後も状況に適した対応が出来るよう、他機
関とも連携を図っていきます。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま
た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている
か。

3 3

保護者会はありませんが、保護者が集まる場
を設けるようにしています。今年度は2回実施
しています。兄弟児の直接な支援は行えてい
ませんが、個別の相談には応じています。

兄弟同士の交流はできていません。保護者
ニーズにお応えしながら、保護者同士が集ま
れる場を設けていきます。

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す
るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合
に迅速かつ適切に対応しているか。 6

迅速に対応しています。ケース会議が必要な
時は、即座に開くよう努めています。

今後も関係機関にすぐ声掛けが出来るように
普段からの連携を密にしていきます。
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6

市内の他の事業所からの研修や相談などを随
時受けています。また、自立支援協議会で横
のつながりを大切にし、三原市全体の療育向
上に努めています。自立支援協議会（児童支
援部会）の部会長を担っておりセンターとし
て、三原市全体のことも考えています。

今後も三原市のこどもに関わる関係機関との
連携を図っていきます。

31

28



41
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに
より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に
対して発信しているか。 6

のぞみだよりを書面で毎月配り、行事予定を
お知らせしています。法人の広報誌も書面や
ホームページで広くご覧頂いています。

今後、デジタル化を進めることで、より見え
る化が進むと思われます。様々な方法を検討
してまいりたいと思います。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

6

個人情報の取り扱いには十分配慮しておりま
す。他機関連携では個人情報を取り扱うこと
になりますので、契約時に同意を交わした上
で、その都度保護者の了承を得ながら連携を
とるようにしています。また、おたよりなど
の写真掲載にも同意を得ております。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

6

その方に合わせた対応をしています。（電
話、メール視覚的にわかりやすくする手紙な
ど）。多国籍の保護者とのコミュニケーショ
ンの取り方の難しさを感じることもあります
が、分かりやすい言葉を用いたり、個人の携
帯の翻訳機能を使い、話すこともあります。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

1 5

今年度、同法人のこども園と合同で、地域に
開かれたマルシェを開催する予定です。

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発生を想定した訓練を実施しているか。

6

安全計画の中で各種マニュアルを策定し、保
護者にも周知しております。避難訓練は毎月
実施しております。

訓練を実施していく中で、改善すべき点はそ
の都度改善していきたいと思います。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

6

自然災害BCP、感染症BCPなど各委員会を設
置しており、定期的に委員会、研修、訓練を
行っています。今年度は公用車を用いて二次
避難を行いました。

今後も訓練をしていく中で、課題等を職員間
で話し合い、災害に備えたいと思います。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。

6

てんかんや熱性けいれんなどのあるこどもに
関して、保護者から情報収集し対応マニュア
ルを策定しています。消防にも届出をしてお
ります。

今後も入園時は必ず、年度ごとに保護者と情
報の確認を行っていきます。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応
がされているか。

6

対応児は必ず医師の指示書を提出して頂き、
調理員を始め、職員全員がその日のメニュー
を朝礼で確認し周知しています。

新たなアレルギーが発生することがあるの
で、その都度指示書で確認をしていきます。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

6

安全計画の中で各種マニュアルを策定してい
ます。気温が上がる頃や水遊びが始まる前、
感染症が流行り出す前などには研修を随時
行っています。また、普段の療育の中で危な
い場面があった際には、ヒヤリハットやイン
シデントして挙げ、対策を全職員で共有する
ようにしています。

今後も安全対策は、全職員で行っていきま
す。

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

5 1

安全計画については保護者周知しておりま
す。また、緊急時の対応についても周知して
おります。水害・台風の時期には今一度注意
喚起を促すようにしています。

訓練をしていく中で、安全マニュアルや緊急
時対応の修正点などが出てくると思われま
す。その都度修正し、周知していきます。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について
検討をしているか。

6

ヒヤリハット・インシデントの報告は即座に
行い、職員間で周知し、設備の改善等即日に
行うよう努めています。挙がった報告書の検
討も定期的に行っています。

今後も再発防止に努めていきます。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

6

国や県の研修を管理者が受け、全職員に周知
しています。虐待防止委員会を定期的に実施
し、研修を行ったり、セルフチェックリスト
で振り返ったり、職員の言動等に自覚を持つ
ように徹底しています。

今後も全職員で事例検討を行うなど、一人一
人が意識をもって考えることが出来るよう研
修の内容を考えていきます。

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児
童発達支援計画に記載しているか。

6

今年度対象児はいません。やむを得ない身体
拘束については実施時には必ず充分な説明を
行い支援計画に盛り込むこととしています。
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